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※米谷会館運営委員会は前記役員の内、組長を除く

メンバーで構成ざれます,

み
ん
な
で
作
り
上
げ
寺
る
。

共
に
考
え
、
行
動
で
き
る
自
治
会
へ
。

防
災
士
が

誕
生
し
ま
し
た
1
・

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
昨
年
に
引
き
続

き
2
7
年
度
米
谷
自
治
会
の
会
長
に
指
名

さ
れ
ま
し
た
横
山
浩
で
す
今
年
度
も
ご

支
援
・
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
『

昨
年
は
会
長
就
任
の
初
年
度
と
い
う

こ
と
で
、
行
き
届
か
な
い
と
こ
ろ
は
多
く

の
皆
さ
ん
に
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
支
え

ら
れ
た
1
年
で
し
た
。
今
年
の
自
治
会
活

動
の
基
本
は
「
守
っ
て
い
く
べ
き
伝
統
」
、

「
変
え
て
い
く
べ
き
習
慣
」
、
「
新
し
く
取
り

組
む
べ
き
課
題
」
の
3
つ
の
視
点
を
会
員

の
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
な
が
ら
更
に
進

化
、
深
化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
っ

新
年
度
に
あ
た
り
、
新
役
員
3
名
(
留

任
3
名
)
、
新
組
長
‖
名
(
留
任
1
名
)
が

就
任
し
ま
し
た
。
新
鮮
な
視
点
で
会
員
の

皆
さ
ん
の
声
を
聴
き
、
今
ま
で
の
当
り
前

を
見
直
す
よ
い
機
会
で
も
あ
り
ま
す
『

最
近
、
「
い
ま
ま
で
の
知
識
や
技
術
や
纏

験
で
は
予
測
の
つ
か
な
い
災
害
や
事
故
」

が
あ
ち
こ
ち
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
わ
た
し

た
ち
の
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
の
為

に
や
れ
る
こ
と
か
ら
行
動
に
移
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
特
に
「
安
心
、
安
全
、
防
災
、
防

犯
」
は
会
員
み
ん
な
で
作
り
上
げ
、
守
っ
て

行
く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
市
、
警
察
、
消

防
、
ま
ち
協
、
学
校
、
民
生
、
児
童
委
、
ほ
か

関
係
団
体
と
の
つ
な
が
り
も
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
令

す
べ
て
の
自
治
会
活
動
の
判
断
基
準

は
「
そ
の
行
動
が
自
治
会
員
の
皆
さ
ん
の

為
に
な
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
重
点
に

置
い
て
い
ま
す
。
自
治
会
の
運
営
は
自
治

会
役
員
、
組
長
、
斑
長
だ
け
で
や
っ
て
も

意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
た
め
の

自
治
会
で
す
。
積
極
的
な
参
加
と
建
設

的
な
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
2
7
年
5
月

米
谷
自
治
会
会
長
　
横
山
　
浩

平
成
2
7
年
3
月
2
5
日
付
で
、
米

谷
自
治
会
の
見
市
晃
さ
ん
が
約

半
年
間
の
防
災
と
普
通
救
急
な

ど
の
講
習
を
経
て
、
日
本
防
災
士

機
構
の
認
定
試
験
に
合
格
さ
れ
、

防
災
士
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

見
市
さ
ん
に
は
、
今
後
の
地
域

防
災
の
中
心
的
存
在
と
し
て
の
活

躍
を
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す

『
予
偏
避
難
所
』
と
し
て
の
ピ
ピ
ア
め
ふ
音

米
谷
自
主
防
災
会
よ
り

お
知
ら
せ

本
年
度
9
月
か
ら
兵
庫
県
広

域
防
災
セ
ン
タ
ー
(
三
木
市
)
で
開

催
さ
れ
る
防
災
リ
ー
ダ
ー
講
習
の

参
加
費
用
の
一
部
を
自
治
会
か
ら

援
助
し
ま
す
(
定
員
2
名
)
。
米
谷

自
治
会
員
で
地
域
防
災
に
関
心

が
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
ご
応

募
い
た
だ
け
ま
す
。
【
問
い
合
せ
】

0
9
0
・
5
2
5
3
・
9
2
1
9

(
横
山
)
ま
で
。

き
ピ
ア
め
ふ
1
」
に
は
、
コ
ー
プ
こ
う
べ
を

は
じ
め
、
銀
行
、
各
種
専
門
店
や
映
画
館
の

シ
ネ
・
ピ
ピ
ア
市
の
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
、
お
な
じ
み
の
施
設
が
あ
り
、
皆
さ
ん

も
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

実
は
こ
の
「
ピ
ピ
ア
め
ふ
1
」
に
は
災
害
時

に
「
予
備
避
難
所
」
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、

様
々
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
す
‥

薫

　

　

　

　

　

　

　

/

/

)

①
羅
葉
の
讃
鯖

『
予
備
避
難
所
』
の
最
初
に
立
ち
寄
る
フ

ロ
ア
、
4
階
に
は
キ
ッ
チ
ン
設
備
の
整
っ
た

「
食
工
房
」
や
集
会
・
会
議
室
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
が
あ
り
ま
す
っ

②
瞑
蘭
鋳
の
シ
国
師
飛
乗
ツ
帯
脂
韓

5
階
に
あ
る
映
画
館
「
シ
ネ
・
ピ
ピ
ア
」
の

シ
ー
ト
は
、
全
て
ネ
ジ
を
外
せ
ば
背
も
た
れ

が
倒
れ
、
簡
易
ベ
ッ
ド
に
な
る
設
計
が

施
さ
れ
て
い
ま
す

③
鰯
舗
階
の
塵
蕃
豊

艶
鼎
恭
詰
腹

「
轡
薬
の
聞
』

6
階
に
は
広
々
と

し
た
畳
敷
き
の
大
広

間
や
、
シ
ャ
ワ
ー
や
ト

イ
レ
を
備
え
た
和
室

が
あ
り
ま
す
っ

④
盆
4
時
間
入
場
可
能
怒
徳
制

東
側
駐
車
場
上
り
口
の
荷
捌
き
場
に
防

災
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
要
員
が
在
駐
、
い
ざ
と

い
う
時
に
対
応
し
て
く
れ
ま
す
。
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
動
か
な
く
て
も
階
段
で
上
層
階
に

行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
‥

米
谷
自
主
防
災
会
で
は
、
こ
の
秋
、
「
ピ
ピ

ア
め
ふ
1
」
の
施
設
見
学
を
コ
ー
ス
に
盛
り

込
ん
だ
「
防
災
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
」
を

計
画
し
て
い
ま
す
参
加
者
募
集
要
項
等
の

詳
細
は
次
号
の
「
ま
め
だ
よ
り
秋
号
(
9
月

1
日
発
行
)
及
び
自
治
会
掲
示
板
ポ
ス

タ
ー
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

闇
蘭
画
街
番
襲
い
菅
醗
欒
マ
ッ
プ
強
鰭

昨
年
9
月
に
配
布
し
た
「
米
谷
自
治
会
・

避
難
所
マ
ッ
プ
」
見
な
が
ら
実
際
に
歩
い
て
み

て
、
避
難
場
所
の
確
認
や
、
危
険
な
箇
所
を

追
話
し
、
避
難
情
報
の
強
化
を
図
る
と
同
時

に
、
地
域
住
民
同
士
の
交
流
を
深
め
、
さ
ら
に

ハ
イ
キ
ン
グ
と
し
て
も
楽
し
め
る
内
容
で
す

コ
ー
ス
案
と
し
て
、
米
谷
会
館
を
出
発
し
、

I
R
よ
り
南
側
の
地
域
を
散
策
、
ピ
ピ
ア
め

ふ
1
へ
。
バ
グ
ダ
ッ
ド
カ
フ
ェ
で
休
憩
後
、
市

の
職
員
の
方
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
見
学
、

そ
の
後
、
I
R
よ
り
北
側
の
地
域
散
策
(
坂

が
多
い
の
で
希
望
者
の
み
)
。
約
4
時
間
程

度
の
行
程
を
予
定
し
て
い
ま
す



「イベントひるは」では、米谷会館をはじめ米谷自治会エリアでの催し物やお得な情報をひとあし

早くお届けします。また、米谷会館を利用しての各種教室の講師をしていただける方も募集中!

詳しくは各組の組長さん・班長さんまで。
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【上手な食べ方】

③工ラを外し、尾を切る

図画堅固国
④頭を持って引き抜く

1,学制公布

倒幕後、明治政府は近代国家形成の

ため産業と教育の近代化を急いだ。明

治4年(1871)、廃藩置県・文部省創設。翌

年「国民皆学」宣言と「学制公布」で、西洋

式の全国統一学校制度と義務教育制

度を実施した。学校行政はフランス的学

区制をとり、全国を8大学区に分け、各大

学区を32中学区、各中学区を210小学

区に細分し、1小学区に1小学校、全国で

53,760校創立を企画した。この「学制公

布」は、「徴兵令」・「地租改正」とあわせて

維新の三大改革といわれている。

謀議

畿籠謙

2,稲谷小学区稲谷小学校の誕生

学制公布で、兵庫県は大坂府・京都

府・滋賀・奈良・堺・和歌山・豊岡・飾磨・

岡山・名東・高知各県と共に第3大学区

となり、中学区は46区中、第23番中学区

となった。さて小学区の状況はどうで

あったか。

著名な蘭学者、開明的官僚でもあっ

た初代県令の神田孝平は、小学校の建

設費や運営経費はすべて民費の負担

である事を考えると、当県では学区の

設立は難しいことを察し、あえて小学区

を決めなかったのである。そこで、県下

の村々が独自に適合して順次学区を設

定、明治6年末には160校が開校した。

結果明治9年(1876)、米谷村にも稲谷

小学区稲谷小学校が誕生する。校名は

式内社売布神社の森の名にちなんだ

のである。(園庭寺前住職月岡靖雄)

次回は「資料にみえる稲谷小学校」です

昨
年
大
盛
況
だ
っ
た
『
あ
の
感
動
』
を
、
も
う
一
度
=
‥

ド
リ
マ
ミ
☆
ピ
ア
一
一
カ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

丁
h
a
n
k
 
y
o
u
コ
ン
サ
ー
ト
Ⅱ
i
n
米
香
会
館

売
布
小
学
校
音
楽
隊
を
き
っ
か
け
に
巡
り
会
い
、

結
成
4
年
が
経
ち
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の
鍵
盤
ハ
ー

モ
ニ
カ
を
大
人
が
吹
く
と
ど
ん
な
音
色
か
な
?
…

と
、
い
つ
も
楽
し
く
挑
戦
し
続
け
て
い
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
大
盛
況
だ
っ
た
昨
年
の
コ
ン
サ
ー

ト
に
引
き
続
き
、
今
年
も
練
習
拠
占
ぞ
あ
る
米
谷
会

米
谷
の
夏
の
風
物
詩
。
今
年
も
や
り
ま
す
=

米
替
盆
踊
り
大
会

太
櫨
華
同
好
会

館
で
応
援
し
て
く
だ
さ
る

地
域
の
皆
さ
ま
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
ド
リ
マ
ミ

サ
ウ
ン
ド
を
お
届
け
し
ま
す
。

前
回
好
評
だ
っ
た
「
体
験

コ
ー
ナ
I
」
も
実
施
し
ま
す
。

当
日
は
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
を

是
非
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

大
人
の
方
も
大
歓
迎
!

○
開
催
日
　
平
成
2
7
年
7
月
2
0
日
(
月
・
祝
)

午
後
1
時
開
場
1
時
0
0
分
開
演

3
時
1
0
分
閉
幕

露
集
大
綱
繁
翰
親
軽
妙

○
問
い
合
せ
F
A
鞘
&
冊
8
7
・
3
7
2
7
ト
d

米
谷
会
館
岡
野

※
ご
来
場
者
多
数
の
場
合
は
、
立
見
と
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

園
ご
家
庭
の
コ
ン
ロ
で
簡
単
調
理
=

皮
目
パ
リ
ッ
と
身
は
ふ
っ
く
ら

年
々
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
米
谷
盆

踊
り
大
会
。
今
年
も
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
ょ
う
ー
・

①
開
催
日
　
未
定
(
後
日
、
回
覧
お
よ
び
自

治
会
掲
示
板
ポ
ス
タ
ー
に
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
)

㊥
場
　
所

癌
問
い
合
せ

中
国
縦
貫
高
架
下
公
園

(
青
年
団
園
長
)
津
田
和
明

魯
0
9
〇
・
5
9
7
2
・
2
1
5
3

太
極
剣
の
ク
ラ
ス
で
す
。
ス
ト

レ
ッ
チ
を
半
分
、
剣
を
使
っ
て
基
本

功
を
中
心
に
楽
し
く
動
き
ま
す
。
興

味
が
あ
る
方
は
ご
一
緒
に
!

㊥
曜
日
・
時
間
‥
月
2
回
、
月
曜
日

午
前
1
0
時
0
0
分
~
1
2
時

の
授
業
料
‥

(
1
カ
月
)
1
0
0
〇
円
(
税
込
)

㊥
指
導
者
‥
林
京
子

の
連
絡
先
同

塵
0
8
〇
・
5
3
2
7
・
5
9
0
2

※
一
度
見
学
さ
れ
て
、
よ
け
れ
ば
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

鱒
鮎
の
塩
焼
き

率
材
料

鮎
(
1
5
~
2
0
肌
位
の
も
の
)
、
塩
適
量

華
作
り
方
(
天
然
物
の
場
合
)

①
鮎
は
洗
わ
ず
に
、
両
面
に
ま
ん
べ
ん
な
く

塩
を
振
り
、
尾
と
鰭
に
化
粧
塩
を
付
け
る
。

②
魚
焼
き
グ
リ
ル
(
コ
ン
ロ
)
で
中
火
で
5

~
1
0
分
、
じ
っ
く
り
焼
く
。

※
養
殖
物
の
場
合
は
、
焼
く
前
に
水
洗
い
を

し
、
表
面
の
ぬ
め
り
を
取
り
ま
す
。

立
保
存
方
法

冷
凍
庫
へ
。
食
べ

る
直
前
に
出
し
、

洗
わ
ず
に
凍
っ
た

ま
ま
焼
き
ま
す
。

(
解
凍
す
る
と
風

味
が
落
ち
ま
す
。
)

八
大
撃
軽
々
食
ノ
借
竺
大
祭
部

蔀
鶉
蒜
醜
難

攻
正
確
黍
地
理
荷
造
健
也

弱
毒
胃
文
璧
裔
偉

容
違
′
分
善
政
エ
ス
ル
走
ノ
や
シ

稼
一
大
尊
唾

東
京
∵
朽

埼
玉
二
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福
島
、
栃
木
、
埼
玉
、
宮
城
県
の
放
射
能
高

線
量
地
域
(
外
で
遊
べ
な
い
地
域
)
に
住
ん
で

い
る
こ
ど
も
1
4
名
、
保
護
者
4
名
が
「
第
6
回

宝
塚
保
養
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。
3
月

2
7
日
~
0
0
日
(
4
日
間
/
売
布
黙
想
の
家
)
、

3
月
3
1
日
~
4
月
2
日
(
3
日
間
/
小
林
西

光
院
)
で
存
分
に
宝
塚
を
満
喫
し
、
た
く
さ
ん

の
笑
顔
で
過
ご
し
ま
し
た
。

宝
塚
保
養
キ
ャ
ン
プ
実
行
委
員
会
か
ら
自

治
会
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
(
米
谷
自
治
会
は
2
0
1
3
年
番
の
キ
ャ

ン
プ
か
ら
支
援
を
続
け
て
い
ま
す
)

春
の
鳥
取
ツ
ア
音

4
月
8
目
(
水
)
~
9
日
(
木
)

櫻
真
っ
盛
り

の
鳥
取
方
面
に

米
寿
会
2
0
名
が

1
泊
2
目
の
社

会
見
学
旅
行
に

出
か
け
ま
し

た
。
鳥
取
博
物

館
、
倉
吉
の
古

い
町
並
み
な
ど

を
巡
り
、
宿
泊

好
天
に
も
恵
ま
れ
、
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
案
内

よ
ろ
し
く
0
0
数
名
の
参
加
者
が
新
緑
の
公
園

や
池
、
川
を
巡
り
な
が
ら
荒
牧
バ
ラ
公
園
ま
で

の
道
の
り
を
約
1
時
間
、
魅
力
的
な
コ
ー
ス
を

楽
し
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
歩
き
ま
し
た
。

は
「
日
本
の
ハ
ワ
イ
」
こ
と
「
羽
合
温
泉
」
の
東
郷

湖
湖
上
露
天
風
呂
で
寛
ぎ
ま
し
た
。
2
日
日

の
加
西
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
の
記
念
写
真
は

満
足
顔
の
パ
ワ
フ
ル
米
寿
会
の
皆
さ
ん
で
す

園
田
園
田
空
調
機
械
室
改
装

昭
和
5
6
年
(
1
9
8
1
年
)
に
米
谷
会
館
が

誕
生
し
3
4
年
間
、
寒
い
と
き
も
、
暑
い
と
き
も

利
用
す
る
皆
さ
ん
に
快
適
を
環
境
を
提
供
し

て
き
た
空
調
設
備
が
務
め
を
終
え
ま
し
た
。

ま
ず
2
階
に
あ
っ
た
旧
設
備
を
撤
去
・
改
装

し
、
6
月
か
ら
8
畳
ほ
ど
の
広
さ
の
新
し
い
部

屋
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
ま
1
階
は
来
年
3
月

頃
に
撤
去
・
改
装
し
、
米
谷
自
治
会
防
災
基
地

と
し
て
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
の
防
災
資
材
、

非
常
食
を
備
蓄
す
る
倉
庫
に
使
用
予
定
で
す

各
部
屋
の
空
調
は
、
こ
の
度
、
和
室
へ
の
取
付

完
了
。
全
部
屋
個
別
対
応
と
な
り
ま
し
た
。

轍
の
圏
の
拶
蜜
騨

塁
欒
驚
異
塗
謡
躊
・
擦
切

約
1
万
本
の
バ
ラ
が

咲
き
乱
れ
る
公
園
で
食

べ
る
お
弁
当
は
格
別
で

し
た
。
参
加
者
の
交
流
に

も
話
の
花
が
咲
き
、
楽
し

い
1
日
に
な
り
ま
し
た
。

自
治
会
の
皆
さ
ん
と
農
会
の
皆
さ
ん
で
の

一
斉
大
掃
除
で
し
た
。
当
日
は
天
気
に
も
恵

ま
れ
、
早
い
方
は
朝
7
時
0
0
分
頃
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
初
夏
の
陽
差
し
を
感
じ
な
が
ら
、
地
域
の

皆
さ
ん
一
体
で
、
見
違
え
る
ほ
ど
町
が
キ
レ
イ

に
な
り
ま
し
た
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

新
緑
の
爽
や
か
な

頃
、
母
の
日
の
つ
ど
い
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

昼
食
は
重
ね
折
箱

の
お
弁
当
。
山
菜
を

色
取
り
よ
く
盛
り
合

わ
せ
た
惣
菜
に
ご
飯

が
見
え
な
い
ほ
ど
具

沢
山
の
贅
沢
を
ち
ら

し
寿
司
の
ご
馳
走
。
参
加
者
1
6
名
、

皆
で
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。

食
後
は
フ
ェ
ル
ト
布
を
組
み
合

わ
せ
て
可
愛
い
ポ
プ
リ
入
れ

を
作
り
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ

た
作
品
を
見
る
顔
は
皆
若
々

圃
閣
圃
聞

新
し
い
年
度
を
迎
え
て
今
年
も

新
組
長
、
団
体
役
員
さ
ん
が
誕
生

し
ま
し
た
。
個
性
を
存
分
に
発
揮

し
て
い
た
だ
い
て
喧
々
諾
々
議
論

を
戦
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を

尊
重
し
な
が
ら
結
論
が
出
れ
ば
、

皆
さ
ん
共
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

会
員
の
み
な
さ
ん
の
「
声
」
も

た
く
さ
ん
お
聞
き
し
て
今
年
の
新

し
い
「
風
」
を
吹
か
せ
ま
し
ょ
う
。

し
く
感
じ
ら
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。


